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◆委員長コメントの要旨 

 

○五十嵐川 

 洪水の検証について 

 ７．１３豪雨による流域平均雨量は、２日雨量で４００.５ミリとなる。破堤地点のピー

ク流量は、大谷、笠堀ダムによる調節と破堤による氾濫がないという想定では毎秒２,５０

０立方メートルから２,６００立方メートルと推定される。２つのダムによる調節を考慮す

ると、破堤地点でのピーク流量は毎秒１,９００立方メートルから２,０００立方メートルと

推定される。この結果は計算方法及び結果とも妥当である。 

 これに対して、破堤地点の現況流下能力は計画高水位で毎秒１,２００立方メートル、堤

防満杯で毎秒１,７００立方メートル程度と推定される。 

今回流れた流量が流下能力を上回り、越水が起こったと判断される。 

 

 破堤のメカニズムについて 

目撃証言、洪水の検証、堤体および基礎地盤の状況等から判断したところ、破堤の主た

る要因は越流であると考えられる。流下能力を超える洪水の発生により、周辺の堤防に比

べて少し低い部分で越水し、堤防の裏のり面（人家側）の堤脚部が洗掘され、拡大して破

堤に至ったものと考えられる。 

 堤内地（人家側）で噴水や噴砂があったことも観測されているが、これらは孤立的な現

象であり、破堤の主要因とは考えがたいという結論である。 

 

○刈谷田川 

 洪水の検証について 

７．１３豪雨による流域平均雨量は、日雨量で３９９.１ミリとなる。破堤地点（中之島）

でのピーク流量は、刈谷田川ダムの調節と上流部の氾濫がないという想定で毎秒１,９００

立方メートルと推定される。ダムによる洪水調節と上流部の氾濫を考慮すると破堤地点で

のピーク流量は毎秒１,７００立方メートルと推定される。これに対して、破堤箇所（中之

島）での堤防満杯での流下能力は、毎秒１,６００立方メートル程度と推定される。 

今回流れた流量が流下能力を上回り、越水が起こったと判断される。 
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破堤のメカニズムについて 

目撃証言、洪水の検証、堤体および基礎地盤の状況等から判断したところ、破堤の主た

る要因は越流であると考えられる。流下能力を超える洪水の発生により、周辺の堤防に比

べて少し低い部分で越水し、裏のり面の天端付近で侵食が始まって、それが拡大して破堤

に至ったと考えられる。浸透や表のり面（河川側）の侵食は破堤の主要因とは考えがたい

という結論である。 

 

○ 今後の堤防整備のあり方 

五十嵐川と刈谷田川の破堤の主要因は越水である。これは、洪水量が現況流下能力を上

回り発生したものである。今後、同規模の洪水に対して越水破堤に関する安全性を確保す

るためには、洪水流量に対応できる流下能力を確保する改修が必要である。 

 今後、新規の改修事業のみならず、既設の堤防の補強を含め、次の事項を考慮して堤防

の整備にあたることが望まれる。 

(1) 土地の利用状況、上下流、左右岸の空間的調整、整備の緊急度等時間的調整の考慮 

(2) 堤防の現状把握の充実 

(3) 浸透や侵食を考慮した堤防の質的強化 

(4) 堤防の管理の強化 

 (5)「今後の堤防整備のあり方」を「今後の堤防整備・管理のあり方」とし、幅広くとら

えて今後の河川事業を進めていただきたい。 

 


